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ニュージーランド ゼスプリの２０２４/２５年度の販売額は史上最高 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２５年５月２１日 

ゼスプリは、２０２４/２５年度シーズンに全世界で史上最高の５１億４千万ＮＺドルの営業収益を達成したとの

決算を発表した。また、同社の全世界の果実販売額は５０億３千万ＮＺドルに達し、２０２５年までに４５億ＮＺド

ルを達成するという２０１５年に設定した目標を上回った。（１ＮＺドル＝約８６円） 

キウイフルーツ販売事業者であるゼスプリは同シーズン、２０２３/２４年度の１億６,４２０万箱を上回る、史上

最高の２億２,０９０万箱のキウイフルーツを販売した。ニュージーランド産果実とサービスに対するゼスプリか

らの支払い総額は３１億ＮＺドルに達し、国内産業への直接的な還元額が初めて３０億ＮＺドルの大台を超え

た。これらの支払いは、ベイオブプレンティ、ノースランド、イーストコースト、ネルソン、ワイカト等の主要な産

地に配分された。 

ゼスプリの税引き後純利益は１億５,５２０万ＮＺドルで、前年の１億７,３３０万ＮＺドルから減少した。この減少

は、主に配分可能面積の減少に伴うライセンス収入の減少によるものであった。しかし、ライセンス収入を除く

と、同社は２０２３/２４年度の２,０４０万ＮＺドルを上回る史上最高の７,９８０万ＮＺドルの法人純利益を記録した。

年間の予想純配当金額は、１株当たり０.７７ＮＺドルである。 

ジェイソン・テ・ブレークＣＥＯは、この結果は、主要な国際市場に記録的な収穫物を届け好調な売上を達

成するための業界関係者による多大な集団的努力を反映していると述べた。同氏は、ゼスプリがこの分野の

下押し圧力にもかかわらず、コアとなる市場で数量と金額の両方を増加させたことを指摘し、販売額が５０億

ＮＺドルを超えたことは業界の誇りの源であると強調した。 

同ＣＥＯによると、１ヘクタール当たりの生産者の収益は、幾度かの困難なシーズンの後の収量の増加に支

えられ、グリーン、有機グリーン、スイートグリーンの各カテゴリーのキウイフルーツで記録的なレベルに達し

た。また、１箱当たりの平均収益も、すべてのカテゴリーで２月の予測を上回った。 

ゼスプリの法人としての業績も改善し、ニュージーランド産供給部門は２０２４/２５年度に５,６４０万ＮＺドルの

利益を上げ、２０２３/２４年度の１,０２０万ＮＺドルの損失から大きく逆転した。この改善は、収穫量の増加、市

場価値の向上、及び間接費の効率化によるものである。 

ゼスプリのニュージーランド以外の供給事業も好調で、２,６５０万箱を販売し、販売額は６億５,２４０万ＮＺド

ルに達した。テ・ブレーク氏は、ニュージーランド産の販売シーズンの開始を支援する上でのゼスプリ世界供

給（ＺＧＳ）事業の重要性を強調し、生産者投票でニュージーランド以外での生産拡大が認められたことを受

けて、オフショアの生産量がさらに増加すると予想されると指摘した。 

今後の見通しについて同氏は、２０２５/２６年度シーズンに好調な結果を出し、引き続き生産者のために価

値を高めるという同社のコミットメントを強調した。同氏は、軟調な市場環境にもかかわらず、欧州、米国、アジ

アでの販売が堅調にスタートしたことを報告し、ゼスプリが今後１０年間でブランド主導の需要開拓、サプライ

チェーンの変革、及び製品のイノベーションに注力することを強調した。 
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